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本報は、風土的条件を顕著に受ける海岸沿いの住宅 ・民家を、構え方の視点から3地 域を対象に論 じたもの
である。湘南海岸の現代建築では、建築構造や建築材料が進化 し、建築自体がシェルター としての機能をはた
していること。橋立地区と宿根木地区の歴史的集落では、民家自体がシェルターであると同時に、地形 自体が
風雨をさけるシェルター として機能 している。 こうしたシェル ターの構え方に基づく、現代建築 と歴史的民家
群との大きな相違点は、住宅周 りの屋外の暮 らし方の違いではないか。それは現代住宅が屋外の暮 らしをあま







こに住まいを建てるかとい うのか とい う場所の選択 と同時
に、 どのように構 えるのか といった住宅 ・民家と周辺環境
との関係性が関心事 となる。 とい うのも、その土地固有の
気候や気象、そして地形や地質や景観 といった諸要素の包













は、散策のお りに稲村ケ崎か ら湘南海岸を撮影 したもので














概 してこのあた りは山が海に迫 り、比較的急な斜面には、
数多くの住宅地が階段状に張 り付いている。そ うした斜面
上の住宅地の風景 を眺めなが ら、あれ らの家々の リビング
ルームのピクチャーウィン ドーからは多分湘南海岸が全面







ラスを介 して海に向か う居室群が海 と平行に続 くとい う大
胆でコンセプチュアルなデザイ ンである。 こうしたデザイ






近接するとい うライフスタイル も、生業ではなくむ しろ景
観を楽 しも うとす る保養地的関心もあり、建築デザインも
そ うした居住者の意図の繁栄なのだろ う。そんな意図が海





































が続き、少 し高台 となった ところに橋立の集落がある。最
大の特徴 は、海岸 と集落との間に存在す る小高い山あるい
は丘である。いくつかの植林が施された小高い山あるいは














の基礎は石垣 とす るなど堅固な しつ らえとしてながら、海
からの強い風雨や雪や潮風を防いできたことが伺える。そ
れは厳 しい気候をさけるめための先人達の風土的了解の結





板か らは、弘安8年(1285年)に ここの地名が登場 し、嘉




■ 30 海 に向 か う家、 海 を避 け る家
よる西回 り航路の廻船業が興隆を極め、北海道松前から鯡、
かずの子、身欠、目切、笹 目、白子、昆布を買い込み、酒 田、
秋 田、三国、敦賀、新潟、下関にそれ らを売ったと記 され
ている。宿根木には、船主や船乗 りの他、船大工、鍛冶屋、









地であ り農地が続 く。各民家が全て路地 とい う狭隘 な空間
によってつながれお り、それ 自体がかってか ら高密度居住
であったこの集落の特徴的な景観 をみせている。 ここでは、
集落の発展、そ して人口の増加 とともに居住地を拡大す る













ている立地は、冬の気候が厳 しい 日本海か らの北西風をよ
けるためであった と理解できる。実際に集落内を歩いてい















橋立と宿根木の集落に共通す る2点 がある。第1に 、北
西か らの厳 しい風雪に対 して、山や丘、植栽、あるいは窪
地といった自然の地形を利用 したグラン ドシェルターを用
いて居住環境を形成 してきたで ことである。第2は 、土壁
による木造真壁造の建築の外壁の外側 を、 さらに板壁で覆




4.シ ェル ター と して の 居 住 環 境
シ ェル タ ー が風 雨 か ら暮 ら しを 守 る た め の しつ らえ と と
らえれ ば 、建 築 や 地 形 もあ る種 の シ ェル ター で あ る。 図8は 、
本 稿 で取 り上 げた 各3地 区の 構 え方 の 概 念 図 で あ る。
湘 南 は 、建 築 自体 が コ ン ク リー ト造 とい う耐 久 性 の あ る ス
キ ン で覆 われ た 戸 建 て 住 宅 で あ る。 これ を ドラ ブル ス キ ン ・
シ ェ ル ター と呼 ん で お く。 そ れ は屋 内 が す こぶ る快 適 だ が 、
一 歩 外 へ 出 れ ば 戸 外 は風 雨 の 影 響 を ま と も に受 け る こ と に














るが、それをダブルスキン ・シェルター とす ることで風雨
から暮 らしを守ってきた。 さらにそれ らの民家群は、風雨
が吹き込む北西方向の山や丘や植栽、そ して風雨を避ける
窪地とい う立地によっても風雨を しのげるグラン ド・シェ
ルター とい う二重のシェルターに囲まれている。それは風
土的了解の結果 として、各集落の民家群 一集落が成立 し維
持されてきたわけである。





具合に、戸外での暮 らしを含んで生活 とす るのか、いやそ
うではなく、付き合いは仕事や趣味仲間やネ ット上なので、
■ 32 海 に向か う家 、海 を避 け る家







り考慮す る必要がな く、他方で通勤 ・通学や個人の趣向や
憧憬などで住む場所が決 められてきたと捉えられる。それ
は家の中に閉 じこもるのに最適な暮 らしぶ りだともいえよ
う。そのために現代住宅建築は、閉 じこもるのに最適化 し
たしつ らえを提供 して くれるわけである。そ うい う現代住
宅の空間的性格を 「閉じこもり型」と呼んでお くことにする。
5.ま とめ






とい うのも、私は閉じこもり型 の暮 らしぶ りが、それほ
ど快適 とも思われない。そ う考えていた頃、それ までの公
団住宅暮 らしか ら、京都の都心部にある町家に引っ越 した。
図9は 、現在の私の住処である。昔風に言えば長屋、今風
にいえばテラスハウスであ り、今ではつ くることができな
い土壁 で隣家 と仕切 られてお り、防音性能は高く、都心立
地だから、生活は至極便利である。
そ して、京都市は町内会が組織 され機能 している。町内
30世 帯の顔 と名前は覚えやすい し、おもてで出会えば季節
の挨拶をす る。なによりも自宅前の路地では、子供達の安













もり型の暮 らしから、近隣とつきあ う地縁的暮 らし方 も必
要なのではないかと考えさせ られる昨今である。そ うなれ
ば、居住環境の構え方も、これか ら変化 してゆ くのだろう
と思われる。
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注釈
注)橋 立地区公開民家蔵六圓の説明による.
